








 

研究目的 

 今日,無排卵症に対する有力な治療法として各種の排卵誘発法が繁用され,そ

れまで子宝に恵まれなかった多くの不妊婦人に妊娠・挙児の喜びを与えている。 

 しかし,生殖生物学的領域からみれば,未だ検討を要す諸問題が以前として残

されている。臨床的にも排卵誘発後の妊娠においては,多胎妊娠による低体重児

出生と共に,wastage が問題とされているが,自然流産の多くが重篤な先天異常

による自然淘汰現象と考えられることからも,排卵誘発と先天異常の因果関係

の有無を早急に解明することが望まれている。 

 我々は本分科会において,「排卵誘発奸娠による心身障害発生の防止対策に関

する研究」の中で,催寄形実験を分担し検討を試みており,以下に本年度の研究

結果を報告する。 


